
文化財保存科学研究部会

文学部
狩野 啓子（日本近代文学）
池口 守（西洋史学）
大庭 卓也（日本古典文学）
神本 秀爾（文化人類学）
田中 優子（イギリス文学）
堂前 亮平（人文地理学）
原口 雅浩（知覚心理学）
宮原 信孝（国際交流論）
矢毛 達之（日本語学）
矢野 英子（外国語教育）
経済学部

浅見 良露（人文地理学）
伊佐 淳 （非営利組織論）
大矢野栄次（経済政策）
畠中 昌教（観光地理学）
葉山アツコ（アジア地域環境）

商学部
谷口 豊 （比較経営論）
医学部
大久保 博（超伝導）
大沼 雅明（生物学）
上宮 健吉（昆虫学：特別研究員）
桑野 剛一（感染医学）

研究協力者
三輪 嘉六（元九州国立博物館長）
中野 三敏（九州大学名誉教授）
松枝 哲哉（久留米絣作家）
松枝小夜子（久留米絣作家）
溝田 俊和（手漉き和紙製作者）
溝田 直美（手漉き和紙製作者）
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文化財保存科学研究部会の特色
◼文化財保存を科学的に研究することと筑後地域
の伝統工芸を結びつけた。
◼開設時の2007年から、医学部教員も部会員に
登録して共同研究を進めており、文理融合の研
究体制

研究活動のテーマ
◼クララ研究
◼八女手漉き和紙研究
◼久留米絣・藍染め研究
◼クールジャパンの活動
◼九州国立博物館との連携



『西日本文化』（482） 2017年4月刊行
文化財保存科学研究部会十年の取り組み（一）
カビと虫とのたたかい
『西日本文化』（◯◯）
文化財保存科学研究部会十年の取り組み（二）
○○○○○○○○○○

Web サイトの構築
kurumebunkazai.jp

文化財保存科学研究部会
（2007－2016）



◼クララ・藍菌研究

文化的な価値のある紙資料に大きな被
害をもたらすものに昆虫類がある。文化
財保存に燻蒸殺虫処理が難しくなった現
在、それに代わる方法が求められている。
そこで、毒性のある化学薬剤を使用する

燻蒸等の方法ではなく、害虫が忌避す
る成分を保有する植物を利用して、
保存用品を製作することを試みてきた。

最初の発想は、紙を護る紙の開発であ
る。古人は、ある種の植物を用いて害虫
から身を護っていた。

試作したクララ紙や藍染布の顕著な
防虫効果を確かめることによって、単なる
復古趣味ではない将来への展望を確信
するに至った。

文化財保存修復学会第30回記念大会
（2008年5月17日）

保存用記録紙として防虫効果の高いクララ和紙
科学薬剤を用いない防虫保存用品の開発



愛称

藍くららプロジェクト

メーリング・リスト

10aikurara@ml.kurume-u.ac.jp



◼八女手漉き和紙研究
平成20年度から23年度にわたって
八女和紙の調査と撮影を継続。
八女手漉き和紙製作者の協力により、
八女和紙に関する２本の作品が完成。

『匠の記録』
（八女手漉き和紙の長老の記録ビデオ）

『極薄和紙を漉く』
（八女の溝田俊和さんの挑戦）

西日本文化 （481）
『世界が求める和紙』づくりを研鑚 ―手漉き和紙・溝田俊和さん―



◼久留米絣・藍染め研究

西日本文化 （472）
「藍に染まる絣の技―久留米絣・松枝哲哉さん―」

かすりすと Vol.13（2010）



筑後地域の伝統文化を担う方々と協力して、諸方面の共同研究を
推進。筑後地域のすぐれた伝統工芸品等を、「筑後優品」の名で
広く社会に紹介

◼筑後優品

http://www.kurume-u.ac.jp/soshiki/3/chikugo.html



◼産学連携プロジェクト



展示に際して、八女手漉き和紙
を使ったパーティションを使用し
ました。

文学部では産学連携事業の1
つとして、3年前より八女和紙と
の連携に取り組んでおります。

その活動の一環として、溝田俊
和氏指導の下に和紙製作者と
学生が共同制作したものです。

文学部25周年記念特別展示



久留米絣の製作現場（藍生庵）見学

絣を使った試作品はじめてのくるめかすり
集合写真



◼クールジャパンの活動
平成25年度 経済産業省『クールジャパンの芽の発掘・連携促進事業（プロ
デューサー人材等派遣事業）』日本の伝統技術で文化財保存修復用品を創る

重要無形文化財に認定され、高い技術を維持し芸術性の高い久留米絣と、歴史的作品
などの文化財の修復にも供される八女の手漉き和紙について、これまでの輸出により

培われた欧米とのネットワークを活用し、日本の優れた伝統工芸品として国外に販路を
展開する。



◼専門家の招聘（筑後の藍と和紙全３回）

◼平成26 年２月：ローマ・ミラノの視察等の実態調査
・和紙の正確な情報や和紙の特徴が修復専門家に正確に伝達されていない
・修復師からの和紙のニーズを高いことを把握
・八女和紙の見本帳を作成する等の取組

◼平成28 年３月：文化財保存科学研究のためのイタリア研修団

ミラノ：平成27 年９月に久留米大学と学術交流協定を締結したミラノ・ビコッカ大学の
ステファニア・バンディーニ教授の設定により、和紙従来のスタイルに関する
ミーティング（建築家・文具デザイナー・帽子デザイナー・和物を取り扱うショップ
経営者、写真家等々、和紙に強い関心を持つ方々が参加、和紙を用いたデザイ
ン等の複数の共同開発の申し出

ローマ：バチカンの図書館・古文書部・民俗学博物館（５月開館予定）の保存修復専門
家と面会して、修復用和紙についての情報共有と先方の要請を聴取

・和紙輸出に関心のある国内の業者も参加して、ヨーロッパの美術館に和紙を販売
しているローマの業者と面談を行い、輸出業務を開始する状況把握の第一歩
・日本大使館訪問：梅本和義駐イタリア特命全権大使に会い、久留米大学が取り組ん
でいるプロジェクトの内容を説明

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社（2016）



上村哲弘（上村紙株式会社常務取締役）

後郷吉彦（ふくおかＩＳＴ）
（公財）福岡県産業・科学技術振興財団
地域連携コーディネーター



◼九州国立博物館との連携

合同研究会
東アジア紙シンポジウム（第２・３・４回）に参加
総合的病害虫管理（IPM：Integrated Pest Management）活動に
協力（研修の講師）
文化財と防災に協力
久留米大学公開講座に組み込んで，市民向け啓発活動
（2016年度まで）

久留米大学公開講座：文化財を守る（2016年度）
災害から文化財をまもる 本田光子 （九州国立博物館 科学課長）
立花家史料館の文化財 植野かおり（立花家史料館 館長）
河北家の児童文学関連資料 狩野啓子 （久留米大学文学部 教授）
東北大震災と文化財 安田容子 （東北大学災害科学国際研究所

特別教育研究教員）
筑後絵葉書コレクション 大庭卓也 （久留米大学文学部 准教授）



◼２０１６年度の活動

「平成27年度製造基盤技術実態調査（我が国における

和紙産業のブランド力強化に関する調査）報告書」三菱
ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社P51-52 に、
クールジャパンの事例紹介（2016年3月）

ミラノ・ローマ研修・報告

ロンドンで藍の研修

2016（平成28）年度久留米大学公開講座
13 筑後の伝統工芸 16 文化財を守る

トルヴェルガータ大学で和紙に関するプレゼンテーション

文学部産学連携
はじめてのくるめ絣 八女和紙との連携



13：筑後の伝統工芸
久留米絣と藍 鳥丸 貞恵（久留米市文化財 専門委員 ）
久留米絣の新しい展望 古賀 円 （久留米絣未来研究室

コッポラート ）
八女和紙の現状と展望 狩野啓子 （久留米大学文学部 教授）
～クールジャパンの活動を振り返る～

八女和紙の輸出への取り組み 上村 哲弘（上村紙株式会社常務取締役）

16：文化財を守る
災害から文化財をまもる 本田光子 （九州国立博物館 科学課長）
立花家史料館の文化財 植野かおり（立花家史料館 館長）
河北家の児童文学関連資料 狩野啓子 （久留米大学文学部 教授）
東北大震災と文化財 安田容子 （東北大学災害科学国際研究所

特別教育研究教員）
筑後絵葉書コレクション 大庭卓也 （久留米大学文学部 准教授）

2016年度（平成28年度）久留米大学公開講座



◼報告会・講演会
２０１０年度 ２０１１年度



２０１２年度 ２０１３年度



２０１４年度 ２０１５年度


